
研
究
論
文ダ

キ
ニ
天
（
辰
狐
王
菩
薩
）
に
関
す
る
一
試
論

－
日
光
山
輪
王
寺
蔵
「
伊
頭
那
（
飯
縄
）
蔓
茶
羅
図
」
を
中
心
と
し
て

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
ダ
キ
二
天
　
辰
狐
王
菩
薩
　
稲
荷
明
神
　
福
神

は
じ
め
に

栃
木
・
日
光
山
輪
王
寺
に
、
南
北
朝
～
室
町
時
代
（
一
四
世
紀
）
　
の
制
作
と

考
え
ら
れ
る
不
思
議
な
里
奈
羅
が
あ
る
。
当
寺
で
「
伊
頭
那
畳
茶
羅
図
」
と
し

て
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
の
畳
茶
羅
（
以
下
輪
王
寺
本
と
す
る
）
　
は
こ
れ
ま
で
、

栃
木
県
立
博
物
館
第
一
〇
回
企
画
展
「
中
世
下
野
の
仏
教
美
術
」
で
紹
介
さ
れ
、

そ
の
後
、
栃
木
県
立
博
物
館
調
査
研
究
報
告
書
『
日
光
山
輪
王
寺
の
仏
画
』
に

掲
載
さ
れ
た
　
（
図
1
）
。

し
か
し
総
勢
五
四
尊
も
の
多
数
の
多
腎
尊
や
狐
が
登
場
す
る
輪
王
寺
本
が
、

一
体
何
を
表
し
た
も
の
な
の
か
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
さ
ら
に
各

尊
像
の
側
に
は
札
銘
が
つ
い
て
い
る
の
だ
が
、
札
部
分
の
白
色
（
胡
粉
か
）
　
の

剥
落
が
激
し
く
、
尊
銘
の
判
読
が
困
難
な
も
の
が
多
い
こ
と
も
、
輪
王
寺
本
の

性
格
を
複
雑
に
し
て
き
た
。
だ
が
中
世
に
遡
り
、
さ
ら
に
札
銘
が
書
か
れ
る
輪

王
寺
本
は
、
中
世
信
仰
史
上
非
常
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
登
場
す
る
多
数
の
尊
像
の
う
ち
他
の
中
世
資
料
と
共
通
す
る
、

辰
狐
王
菩
薩
と
そ
の
脊
属
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
た
い
。
な
お
輪
王
寺
本
の

入
　
江
　
多
　
美

詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

「
ダ
キ
二
天
　
（
辰
狐
王
菩
薩
）
　
に
関
す
る
文
献
史
料
の
検
討
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輪
王
寺
本
は
、
「
飯
純
量
茶
羅
図
」
や
「
飯
綱
里
奈
羅
図
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
が
、
こ
の
名
称
は
、
軸
裏
に
「
伊
頭
那
本
尊
　
瀧
尾
山
」
と
い
う
墨
書
銘

が
あ
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
「
伊
頭
那
」
は
信
州
飯
縄
山
の

山
岳
信
仰
で
あ
る
飯
縄
権
現
信
仰
を
想
起
さ
せ
る
が
、
輪
王
寺
本
を
調
査
し
た

結
果
、
飯
縄
里
奈
羅
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
ダ
キ
こ
天
皇
茶
経
と
呼
ぶ
べ
き
様

相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

画
面
の
中
央
線
上
に
位
置
し
、
大
き
め
に
描
か
れ
る
い
く
つ
か
の
尊
像
を
見

て
み
る
と
、
他
の
尊
像
に
は
札
銘
が
一
枚
ず
つ
つ
く
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
大

き
め
の
尊
像
に
は
札
銘
が
二
枚
ず
つ
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
を
解
読
す
る
と
、
ま

ず
画
面
上
部
に
描
か
れ
る
、
火
焔
を
背
負
っ
て
七
頭
の
狐
に
騎
乗
す
る
尊
像
に

は
、
向
か
っ
て
左
の
札
銘
に
「
文
殊
尊
」
、
右
の
札
銘
に
は
梵
字
と
漢
字
に
よ



り
「
d
h
a
・
k
i
・
n
i
天
王
」
と
書
か
れ
る
。
次
に
画
面
の
中
央
に
措
か
れ
る
尊
像

の
札
銘
を
見
る
と
、
向
か
っ
て
左
は
　
「
多
聞
天
」
、
右
は
下
地
の
白
色
の
剥
落

が
激
し
い
の
で
読
み
づ
ら
い
が
、
梵
字
と
漢
字
で
　
「
d
h
a
・
口
□
王
」
　
と
判
読

で
き
る
。
次
に
画
面
下
部
に
描
か
れ
る
、
火
焔
を
背
負
っ
た
多
腎
像
の
札
銘
を

読
む
と
、
向
か
っ
て
左
に
は
　
「
十
一
面
」
、
右
に
は
や
は
り
梵
字
と
漢
字
で

「
d
h
a
・
k
i
占
i
王
」
　
と
書
か
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
　
「
十
一
面
」
　
の
向
か
っ
て
右
横

に
は
、
梵
字
と
漢
字
で
　
「
d
h
a
料
i
占
i
王
」
と
書
か
れ
た
札
銘
を
持
つ
多
腎
像

が
措
か
れ
る
。

こ
れ
ら
文
殊
菩
薩
、
多
聞
天
、
十
一
面
観
音
は
、
中
世
に
そ
れ
ぞ
れ
ダ
キ
ニ

天
と
深
く
関
係
付
け
ら
れ
て
い
た
尊
格
で
あ
る
。
文
殊
菩
薩
は
、
鎌
倉
～
南
北

朝
時
代
　
（
一
四
世
紀
）
　
に
天
台
宗
の
故
事
や
口
伝
が
集
録
さ
れ
た
　
『
渓
嵐
拾
菓

集
』
　
に
よ
る
と
、
巻
第
三
九
「
咤
楔
尼
天
秘
決
」
　
の
項
に
「
此
天
ハ
大
聖
文
殊

ノ
化
硯
也
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
南
北
朝
時
代
・
文
和
～
延
文
年
間
　
（
一
三
五
二

～
六
一
）
　
頃
に
、
比
叡
山
東
塔
竹
林
院
の
里
坊
安
居
院
で
集
大
成
さ
れ
た
、

『
神
道
集
』
　
「
十
四
者
稲
荷
大
明
神
事
」
　
に
は
、
「
抑
辰
狐
菩
薩
者
、
本
地
ハ
大

日
如
来
、
三
世
覚
母
ノ
大
聖
文
殊
、
一
切
衆
生
ノ
菩
提
心
行
願
普
賢
薩
撞
、
仏

法
護
持
ノ
多
門
天
王
、
心
王
ノ
意
識
如
意
輪
観
音
也
、
窃
こ
以
レ
ハ
、
偏
閣
浮

堤
ノ
衆
生
ヲ
利
セ
ン
ト
シ
テ
、
仮
こ
辰
狐
王
菩
薩
ノ
化
用
ヲ
硯
ス
」
と
書
か
れ
、

ま
た
別
の
箇
所
に
は
、
「
此
ノ
稲
荷
大
明
神
本
地
ハ
、
是
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
、

（
中
略
）
、
垂
跡
ヲ
云
ヘ
ハ
、
咤
棋
尼
明
王
、
（
中
略
）
、
名
ヲ
全
ク
シ
テ
実
ヲ

顕
、
夫
辰
狐
王
菩
薩
者
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
、
稲
荷
明
神
と
は
辰
狐
王
菩

薩
で
あ
り
、
ま
た
ダ
キ
ニ
天
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
本
地
が
大
日
如
来
で
あ
り
、

ま
た
文
殊
菩
薩
、
普
賢
菩
薩
、
多
聞
天
、
如
意
輪
観
音
と
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
中
世
末
の
成
立
と
さ
れ
、
秦
氏
の
氏
寺
と
し
て
伏
見
稲
荷
大
社
と
緊

密
な
関
係
に
あ
っ
た
広
隆
寺
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
　
『
稲
荷
大
明
神
祭
文
』

に
は
、
「
咤
天
ハ
文
珠
薩
埴
ノ
応
逃
也
、
釈
迦
こ
ハ
九
代
ノ
師
範
、
弥
陀
ニ
ハ

一
体
ノ
異
名
也
、
菩
薩
ニ
ハ
十
一
面
、
如
意
也
、
明
王
こ
ハ
不
動
・
愛
染
ノ
二

明
王
也
、
天
童
ニ
ハ
弁
才
天
・
聖
天
・
大
黒
天
・
今
此
ノ
咤
楔
尼
天
也
」
と

あ
り
、
ダ
キ
こ
天
の
本
地
が
文
殊
で
、
ダ
キ
ニ
天
と
同
体
と
さ
れ
る
の
が
、
十

一
面
観
音
で
あ
り
、
ま
た
如
意
輪
観
音
、
不
動
明
王
、
愛
染
明
王
、
弁
才
天
、

聖
天
、
大
黒
天
だ
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
中
世
の
文
献
か
ら
、
輪
王
寺
本
に
描
か
れ
た
文
殊
菩
薩
、
多
聞
天
、

十
一
面
観
音
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ダ
キ
ニ
天
の
本
地
を
表
し
た
も
の
だ
と
想
像
さ
れ

る
。
輪
王
寺
本
に
描
か
れ
た
文
殊
・
多
聞
・
十
一
面
は
、
他
に
類
例
の
な
い
非

常
に
特
殊
な
像
様
を
示
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
狐
に
騎
乗
し
た
り
、
頭
頂
に
狐
の
頭

部
を
つ
け
た
り
、
人
間
の
足
を
持
つ
な
ど
、
ダ
キ
ニ
天
に
関
す
る
何
ら
か
の
標

識
が
見
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
以
上
か
ら
輪
王
寺
本
は
、
ダ
キ
ニ
天
に
関

係
す
る
多
数
の
尊
像
が
配
置
さ
れ
た
、
ダ
キ
ニ
天
皇
茶
羅
と
も
い
う
べ
き
内
容

を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
輪
王
寺
本
は
、
他
の
中
世
資
料
と
比
較

し
た
と
き
、
ど
う
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
他

本
と
比
較
す
る
対
象
に
な
る
の
は
、
画
面
中
央
に
措
か
れ
る
、
「
多
聞
天
」

「
d
h
a
t
□
□
王
」
を
取
り
巻
く
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
尊
像
群
で
、
「
辰
狐
王
菩

薩
」
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
る
世
界
で
あ
る
。

ま
ず
辰
狐
王
菩
薩
に
関
す
る
文
献
史
料
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ま
で
、

辰
狐
王
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
個
人
蔵
伏
見
稲
荷
畳
陀
経
国
　
（
咤
倶
尼
天
皇
茶
羅

図
）
　
に
関
す
る
研
究
の
中
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
先
ほ
ど
も
引
用
し
た
、
『
神
道
集
』
　
「
十
四
着
稲
荷
大
明
神
事
」
　
の
記
述

で
、
「
金
色
微
妙
ノ
天
女
ノ
形
、
所
乗
ヲ
云
ヘ
ハ
、
白
色
殊
勝
ノ
辰
狐
王
」
と
、
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稲
荷
明
神
は
金
色
の
天
女
形
で
、
白
色
の
辰
狐
王
に
乗
る
と
記
さ
れ
る
。
さ
ら

に
進
む
と
　
「
此
菩
薩
ハ
亦
四
人
王
子
ア
リ
」
と
あ
り
、
辰
狐
王
菩
薩
の
四
人
の

王
子
に
つ
い
て
書
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
天
女
子
ハ
、
左
ノ
手
二
弓
ヲ
取
、

右
ノ
手
こ
矢
ヲ
取
」
　
「
赤
女
子
ハ
、
左
手
二
諸
ノ
愛
敬
ノ
玉
ヲ
挙
り
蔵
治
ス
、

右
ノ
手
ニ
ハ
鉾
ヲ
抱
テ
」
　
「
黒
女
子
卜
者
、
左
ノ
手
ニ
ハ
利
益
太
平
薫
芳
廣
大

ノ
果
玉
ヲ
拳
ニ
シ
テ
達
シ
入
レ
、
右
ノ
手
ニ
ハ
剣
ヲ
把
テ
」
　
「
帝
釈
子
ハ
、
右

ノ
手
ニ
ハ
筆
ヲ
取
り
、
左
ノ
手
ニ
ハ
貴
紙
ヲ
取
り
」
と
書
か
れ
、
四
王
子
の
名

前
と
像
様
が
分
か
る
こ
と
で
貴
重
で
あ
る
。
さ
ら
に
　
「
次
二
亦
此
明
神
ニ
ハ
、

八
人
童
子
ヲ
以
テ
春
属
ト
シ
給
ヘ
リ
」
と
あ
り
、
稲
荷
明
神
の
八
大
童
子
の
う

ち
「
守
屋
神
」
　
「
奪
魂
塊
神
」
　
「
破
呪
誼
神
」
　
「
護
人
大
神
」
　
「
挑
我
神
主
」
　
「
末

称
神
王
」
「
愛
敬
大
神
」
　
の
七
人
の
名
前
が
あ
が
る
　
（
残
る
一
人
は
不
明
で
あ

る
）
。
続
い
て
　
「
又
此
明
神
ハ
二
人
式
神
ヲ
仕
」
　
と
あ
り
、
二
式
神
の
名
前

「
一
ハ
頓
遊
行
、
二
ハ
須
央
馳
走
式
神
」
が
記
さ
れ
る
。
以
上
稲
荷
明
神
、
す

な
わ
ち
辰
狐
王
菩
薩
と
、
四
王
子
、
八
大
童
子
、
二
式
神
に
つ
い
て
記
さ
れ
る

が
、
先
ほ
ど
見
た
よ
う
に
　
『
神
道
集
』
　
で
は
、
稲
荷
明
神
が
辰
狐
王
菩
薩
と
し

て
化
現
し
、
辰
狐
王
菩
薩
は
ダ
キ
ニ
天
と
同
体
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
記
述
が
、
稲
荷
明
神
＝
神
道
系
に
も
、
ダ
キ
こ
天
＝
仏
教
系
に
も
融

通
し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
最
近
、
神
奈
川
・
称
名
寺
蔵
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
の
称
名
寺

聖
教
の
う
ち
、
ダ
キ
二
法
と
聖
天
法
に
関
わ
る
聖
教
が
多
数
紹
介
さ
れ
た
。
そ

の
う
ち
ダ
キ
二
法
関
係
の
多
く
は
、
後
に
称
名
寺
二
世
長
老
と
な
る
叙
阿
と
秀

範
が
写
し
て
い
る
。
秀
範
は
外
部
で
伝
受
し
た
秘
伝
を
叙
阿
に
伝
え
た
と
さ
れ

る
。
辰
狐
王
菩
薩
に
関
係
す
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
鎌
倉
時
代

（
一
三
～
一
四
世
紀
）
　
に
書
写
さ
れ
た
、
秀
範
筆
『
乙
足
神
俣
祭
文
』
　
（
外
題
剋

阿
筆
）
　
で
、
秦
乙
足
　
（
ハ
タ
ノ
ヲ
ト
タ
リ
）
　
が
辰
狐
王
菩
薩
の
脊
属
を
助
け

た
と
い
う
故
事
か
ら
、
乙
足
の
子
孫
だ
と
名
乗
っ
て
辰
狐
王
菩
薩
に
祈
願
す
れ

ば
所
願
成
就
す
る
こ
と
を
説
い
た
祭
文
だ
が
、
こ
こ
に
辰
狐
王
菩
薩
を
は
じ
め

と
し
て
、
脊
属
た
ち
の
名
前
が
登
場
す
る
。
ま
ず
「
辰
狐
神
　
（
シ
ン
コ
シ
ン
）

王
」
、
次
に
　
「
天
帝
尺
使
者
　
（
テ
ン
タ
イ
シ
ヤ
ク
シ
シ
ャ
）
」
　
「
天
女
子
使
者
」

「
赤
　
（
シ
ヤ
ク
）
　
女
子
使
者
」
　
「
黒
　
（
コ
ク
）
　
女
子
使
者
」
　
の
四
使
者
　
（
『
神
道

集
』
　
の
四
王
子
に
対
応
し
て
い
る
）
、
さ
ら
に
「
八
大
童
子
式
　
（
ト
ウ
シ
シ
キ
）

神
使
者
」
、
「
頓
遊
行
　
（
ト
ン
ユ
キ
ヤ
ウ
）
　
式
神
使
者
」
　
「
須
央
馳
走
　
（
シ
ユ
ユ

チ
ソ
ウ
）
　
式
神
使
者
」
　
の
二
式
神
、
「
十
二
神
式
　
（
シ
キ
）
神
使
者
」
「
二
十
八

宿
式
　
（
シ
ユ
ク
シ
キ
）
　
神
使
者
」
　
「
二
十
六
禽
　
（
キ
ン
）
　
使
者
」
　
「
堅
牢
地
神

（
ケ
ン
ラ
ウ
チ
シ
ン
）
　
使
者
」
と
続
き
、
さ
ら
に
狐
や
野
千
の
御
子
の
名
を
挙

げ
、
他
に
三
七
五
八
人
も
の
式
神
が
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
同

じ
内
容
の
も
の
が
、
室
町
時
代
・
応
永
一
五
年
　
（
一
四
〇
八
）
　
の
写
本
に
な
る

『
秦
乙
足
神
供
祭
文
』
と
い
う
、
稲
荷
関
係
の
史
料
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
が
、

称
名
寺
聖
教
本
は
鎌
倉
時
代
末
ま
で
遡
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
称
名
寺
聖
教
の
中
に
、
叙
阿
の
弟
子
鷹
允
（
称
名
寺
五
世
長
老
什
尊
）

が
書
写
し
た
、
鎌
倉
～
南
北
朝
時
代
　
（
一
四
世
紀
）
　
の
、
『
頓
成
悉
地
盤
法
次

第
』
　
（
以
下
　
『
頓
成
悉
地
』
　
と
す
る
）
　
と
い
う
ダ
キ
二
法
に
関
す
る
記
録
が
あ

り
、
こ
の
中
の
　
「
道
場
観
」
　
に
ダ
キ
こ
天
、
各
使
者
、
童
子
た
ち
の
持
物
と
服

装
、
各
尊
の
配
位
が
載
っ
て
い
る
。
順
に
見
て
い
く
と
、
ま
ず
ダ
キ
こ
天
に
関

し
て
　
「
辰
狐
王
菩
薩
ノ
身
ノ
色
蘇
抜
那
色
　
（
ソ
ハ
ナ
シ
キ
）
、
端
厳
微
妙
天
女

形
也
、
左
手
持
三
弁
宝
珠
ヲ
、
右
手
執
ル
理
智
ノ
鋭
ヲ
、
首
へ
ニ
ハ
戴
一
課
ノ

宝
珠
ヲ
、
乗
野
干
l
「
其
野
干
色
如
白
玉
色
ノ
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
次
に

四
使
者
に
関
す
る
記
述
　
「
巽
天
女
子
、
形
見
如
天
女
、
乗
ノ
干
、
左
手
持
弓
、
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右
手
執
箭
」
「
坤
赤
女
子
、
形
見
赤
肉
色
、
粟
野
干
、
左
手
拳
安
腰
、
右
手
持

三
叉
鉾
」
「
乾
黒
女
子
、
形
見
青
色
、
乗
野
干
、
左
手
拳
安
腰
、
右
手
持
智
鋭
」

「
艮
帝
尺
使
者
、
形
見
俗
形
衣
冠
、
乗
野
干
、
左
手
捧
札
白
、
右
手
執
筆
」
が

あ
り
、
次
に
八
大
童
子
に
関
す
る
記
述
「
寅
（
ト
ラ
）
方
守
宅
神
（
欲
形
着
冠

赤
衣
、
草
座
、
左
右
垂
供
、
向
左
、
肉
色
、
左
右
手
持
）
」
　
「
辰
方
稲
荷
神

（
欲
形
赤
衣
、
荷
稲
於
右
肩
、
草
座
、
向
左
）
」
「
巳
方
米
持
神
（
女
形
、
肉
色
、

戴
俵
以
左
右
手
拘
之
、
虎
皮
座
、
向
右
）
」
「
未
方
愛
敬
神
（
天
女
形
、
肉
色
、

合
掌
、
草
座
、
向
左
）
」
「
申
方
破
呪
誼
神
（
薬
叉
形
、
赤
色
、
持
袋
押
腰
、
右

持
槌
等
、
虎
皮
為
座
、
向
右
）
」
「
戊
方
奪
魂
晩
（
タ
ツ
コ
ン
ハ
ク
）
神
（
如
多

聞
形
、
右
手
持
宝
棒
棒
、
左
手
向
外
散
之
、
向
左
、
虎
皮
為
座
）
」
「
亥
方
駈
使

神
（
童
子
形
、
肉
色
、
左
持
匪
細
長
、
右
仰
掌
置
膝
、
向
、
虎
皮
座
）
」
「
丑
方

護
人
大
神
（
天
女
形
、
赤
肉
色
、
左
持
物
如
前
、
右
掌
向
外
、
向
向
左
、
虎
皮

為
座
）
」
が
あ
り
、
「
四
万
十
二
神
、
廿
八
宿
、
什
六
禽
、
下
五
帝
龍
王
、
堅
牢

地
神
」
を
観
想
す
る
と
続
く
　
（
読
点
筆
者
）
。

さ
ら
に
称
名
寺
聖
教
の
ダ
キ
二
法
関
係
史
料
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
鎌

倉
～
南
北
朝
時
代
（
一
四
世
紀
）
　
の
脛
允
筆
『
盤
法
本
尊
図
』
　
（
金
沢
文
庫
文

書
紙
背
聖
教
）
　
で
あ
る
。
こ
れ
は
ダ
キ
二
法
で
使
用
す
る
式
盤
の
作
り
方
を

指
図
入
り
で
示
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
に
は
ダ
キ
ニ
天
を
は
じ
め
と
し
て
春
属

た
ち
の
名
前
が
、
【
本
尊
配
置
図
】
と
【
式
盤
図
】
　
の
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
記

さ
れ
る
。

ま
ず
【
本
尊
配
置
図
】
に
は
、
辰
狐
王
菩
薩
と
四
使
者
の
像
様
が
記
さ
れ
る
。

順
に
見
て
い
く
と
、
「
辰
狐
王
菩
薩
、
天
女
形
、
首
こ
有
花
冠
、
右
持
鋭
（
竪
）
、

左
掌
当
胸
持
宝
珠
（
三
弁
蓮
座
／
火
焔
）
、
向
正
方
、
肉
色
八
本
説
金
色
欺
）
、

着
赤
色
衣
其
上
打
懸
欺
青
色
也
、
天
衣
面
ハ
青
ク
裏
ハ
紫
欺
、
沓
花
形
也
（
黒
）
、

御
髪
二
以
胡
粉
書
櫛
左
右
二
各
四
也
、
乗
白
狐
、
首
井
二
尾
二
有
五
古
、
前
足

各
カ
フ
ラ
矢
ヲ
奉
ル
、
尻
方
ヲ
前
こ
シ
テ
中
程
奉
レ
リ
、
羽
ノ
方
ハ
後
ノ
方
テ

開
タ
ル
様
ナ
リ
、
其
様
仮
令
如
此
走
タ
ル
勢
也
、
尾
ハ
左
辺
二
見
ユ
、
大
旨
如

此
」
「
天
女
子
（
少
向
右
方
）
、
其
形
大
概
如
前
、
天
衣
ノ
裏
紅
梅
欺
、
髪
ノ
櫛

左
右
二
各
三
ア
リ
、
肉
色
、
左
二
持
弓
（
少
横
）
、
弦
ハ
上
二
ア
リ
、
右
二
持

矢
羽
ノ
万
ハ
上
ニ
テ
奉
ル
、
所
乗
少
横
也
、
首
井
尾
こ
有
五
古
、
向
右
、
走
勢

也
、
足
箭
克
之
」
「
赤
女
子
、
少
向
左
方
、
其
姿
如
前
、
肉
色
、
右
二
持
鉾

（
竪
）
、
左
ヲ
奉
テ
押
腰
、
所
乗
如
前
（
但
向
左
方
）
」
「
里
安
子
（
少
向
左
方
）
、

其
様
如
前
、
肉
色
八
大
説
黒
色
云
々
）
、
右
こ
取
扱
如
中
尊
、
左
ハ
奉
シ
テ
押

腰
、
天
衣
裏
紫
欺
、
所
乗
如
前
」
「
帝
釈
使
者
（
少
向
左
方
）
、
俗
形
衣
冠
、
両

手
垂
洪
レ
テ
捧
札
八
白
）
、
其
末
左
へ
ナ
ヒ
ク
、
冠
ノ
櫻
ウ
シ
ロ
サ
マ
ニ
ア
カ

ル
、
赤
緒
同
ク
ア
カ
ル
、
赤
袖
二
日
表
袴
ヲ
着
ス
、
先
駈
ノ
沓
ノ
様
ナ
ル
沓
ヲ

ハ
ク
、
所
乗
如
前
、
但
向
右
方
」
と
書
か
れ
る
　
（
読
点
筆
者
）
。
な
お
「
御
髪

こ
以
胡
粉
書
」
や
「
紫
欺
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
彩
色

画
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

次
に
【
式
盤
図
】
に
は
辰
狐
王
菩
薩
、
四
使
者
、
八
大
童
子
の
像
様
が
記
さ

れ
る
。
【
式
盤
図
】
　
の
辰
狐
王
菩
薩
と
四
使
者
の
と
こ
ろ
で
「
如
常
」
と
記
さ

れ
る
の
は
、
先
行
す
る
【
本
尊
配
置
図
】
　
の
記
述
を
念
頭
に
置
き
、
異
な
る
像

様
だ
け
新
た
に
記
し
て
い
る
の
か
と
推
察
さ
れ
る
。
順
に
見
て
い
く
と
、
「
辰

狐
王
菩
薩
、
如
常
、
但
左
手
棒
仰
テ
持
｛
朱
、
所
乗
黄
色
、
足
箭
無
之
、
首
尾

五
古
克
之
」
「
天
女
子
、
如
常
、
但
矢
尻
ヲ
上
こ
テ
持
之
、
所
乗
黄
色
、
首
尾

五
古
無
之
」
「
赤
女
子
、
如
常
、
所
乗
如
前
」
「
黒
女
子
、
如
常
、
所
乗
如
前
」

「
天
帝
尺
使
者
、
左
持
札
、
右
執
筆
少
棒
、
所
乗
如
前
」
「
破
呪
岨
神
（
東
方
埋

ス
チ
）
、
薬
叉
形
、
赤
色
、
左
持
袋
押
腰
、
右
持
掟
等
肩
、
虎
皮
為
座
八
円
文
）
、
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向
右
」
「
奪
魂
晩
神
（
東
方
魚
ス
チ
こ
／
ア
リ
）
、
天
女
形
、
左
ハ
向
外
こ
散
之
、

右
持
棒
、
向
左
、
座
　
（
如
前
肉
色
）
」
　
「
駈
使
神
南
方
（
獲
ス
チ
）
、
童
子
形
、

肉
色
、
左
持
蓮
細
長
、
右
仰
掌
置
膝
、
向
右
、
其
座
如
前
」
　
「
護
人
大
神
南
方

八
鹿
ス
チ
）
、
天
女
形
、
赤
肉
色
、
左
持
物
如
前
、
右
掌
向
外
、
座
如
前
、
向
左
」

「
守
宅
神
西
方
狛
ス
チ
、
俗
形
着
冠
赤
衣
、
草
座
、
左
右
乗
供
、
向
左
、
肉
色
」

「
稲
荷
神
南
方
材
ス
チ
、
俗
形
赤
衣
、
荷
稲
於
右
肩
、
草
座
、
向
左
」
「
米
持
神

北
方
豚
ス
チ
、
女
形
、
肉
色
、
戴
猿
以
両
手
拘
之
、
虎
皮
円
文
、
座
、
向
右
」

「
敬
愛
神
北
方
整
ス
チ
、
天
女
形
、
肉
色
、
合
掌
、
草
座
、
向
左
」
と
書
か
れ

る
　
（
読
点
筆
者
）
。

以
上
、
辰
狐
王
菩
薩
に
関
す
る
中
世
の
文
献
史
料
の
記
述
を
ま
と
め
る
と
、

辰
狐
王
菩
薩
は
共
通
し
て
　
「
天
女
形
」
　
で
あ
る
と
さ
れ
、
称
名
寺
聖
教
で
は

「
左
手
に
三
弁
宝
珠
を
持
ち
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、
自
狐
に
乗
る
　
（
【
式
盤
図
】

で
は
黄
狐
）
」
と
す
る
。
ま
た
　
【
本
尊
配
置
図
】
　
で
は
「
狐
の
首
と
尾
に
五
鈷

杵
が
あ
り
両
前
足
に
鏑
矢
を
持
つ
と
す
る
　
（
【
式
盤
図
】
　
で
は
五
鈷
杵
も
矢
も

な
し
と
さ
れ
る
）
。

次
に
四
使
者
　
（
王
子
）
　
は
三
女
子
の
名
前
は
共
通
し
て
お
り
、
残
り
が
「
帝

釈
　
（
尺
）
　
使
者
」
　
「
天
帝
尺
使
者
」
　
「
帝
釈
子
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
同

じ
使
者
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
　
（
以
下
天
帝
釈
使
者
と
す
る
）
。
四
使

者
の
位
置
す
る
方
位
が
　
『
頓
成
悉
地
』
　
と
　
【
本
尊
配
置
図
】
　
に
記
さ
れ
、
『
頓

成
悉
地
』
　
で
は
天
女
子
・
巽
、
赤
女
子
・
坤
、
黒
女
子
・
乾
、
天
帝
釈
使
者
・

良
と
、
時
計
回
り
に
配
置
さ
れ
、
【
本
尊
配
置
図
】
　
で
も
、
辰
狐
王
菩
薩
を
中

心
と
し
て
、
天
女
子
か
ら
順
に
巽
、
坤
、
乾
、
艮
の
方
位
に
配
置
す
る
指
示
図

が
書
か
れ
る
。
像
様
を
順
に
見
て
い
く
と
、
天
女
子
は
「
天
女
形
、
左
手
に
弓

を
持
ち
、
右
手
に
矢
を
持
ち
、
狐
に
乗
る
」
　
（
『
神
道
集
』
　
は
持
物
の
み
。
以
下

同
じ
）
。
赤
女
子
は
　
「
天
女
形
、
赤
肉
色
も
し
く
は
肉
色
、
左
手
は
拳
に
し

（
『
神
道
集
』
　
で
は
拳
の
中
に
愛
敬
の
玉
を
握
る
）
、
右
手
に
鉾
も
し
く
は
三
叉

鉾
を
持
ち
、
狐
に
乗
る
」
。
黒
女
子
は
「
天
女
形
、
左
手
は
拳
に
し
（
『
神
道
集
』

で
は
拳
の
中
に
利
益
太
平
薫
芳
廣
大
の
果
玉
を
握
る
）
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、

狐
に
乗
る
」
　
こ
と
が
共
通
し
、
体
の
色
は
青
色
、
肉
色
、
黒
色
が
あ
る
。
天
帝

釈
使
者
は
「
俗
形
で
冠
を
被
り
、
右
手
に
筆
を
持
ち
、
狐
に
乗
る
」
　
こ
と
が
共

通
し
、
左
手
の
持
物
は
称
名
寺
聖
教
で
は
「
札
」
と
書
か
れ
る
が
、
『
神
道
集
』

で
は
「
貴
紙
」
を
持
つ
と
書
か
れ
る
。
こ
の
記
述
の
差
は
、
中
世
の
ダ
キ
ニ
天

関
係
の
絵
画
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
注
目
さ
れ
る
。

次
に
八
大
童
子
で
あ
る
が
、
童
子
の
名
前
が
称
名
寺
聖
教
と
　
『
神
道
集
』
と

で
は
異
な
る
も
の
が
あ
る
。
「
守
宅
神
　
（
『
神
道
集
』
　
で
い
う
守
屋
神
か
）
」
「
愛

敬
神
（
敬
愛
神
・
愛
敬
大
神
）
」
「
破
呪
誼
神
」
「
奪
魂
塊
神
」
「
護
人
大
神
」
は

共
通
し
て
い
る
が
、
『
神
道
集
』
　
に
い
う
「
挑
我
神
王
」
と
「
未
栴
神
王
」
は

称
名
寺
聖
教
に
は
出
て
こ
な
い
。
た
だ
し
　
『
神
道
集
』
　
の
　
「
未
称
」
と
い
う
神

名
は
、
具
体
名
を
挙
げ
ら
れ
な
い
仮
の
名
前
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
八
大
童
子

と
い
い
な
が
ら
七
人
の
名
前
し
か
挙
げ
て
い
な
い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
『
神
道

集
』
編
纂
の
段
階
で
八
大
童
子
の
名
前
が
詳
細
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
し
、
書
写
の
際
の
誤
字
脱
字
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に

せ
よ
称
名
寺
聖
教
と
　
『
神
道
集
』
　
で
、
八
大
童
子
の
う
ち
五
人
ま
で
の
名
前
は

一
致
し
て
い
る
。
像
様
等
に
つ
い
て
は
『
頓
成
悉
地
』
と
　
【
式
盤
図
】
　
の
み
に

記
述
が
見
ら
れ
る
。
両
書
と
も
、
童
子
の
そ
れ
ぞ
れ
が
位
置
す
る
方
位
が
記
さ

れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
『
頓
成
悉
地
』
　
に
書
か

れ
る
順
番
が
、
守
宅
・
稲
荷
・
米
持
・
愛
敬
・
破
呪
誼
・
奪
魂
塊
・
駈
便
・
護

人
大
で
あ
り
、
【
式
盤
図
】
　
で
は
破
呪
誼
・
奪
魂
晩
・
駈
使
・
護
人
大
・
守
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宅
・
稲
荷
・
米
持
・
愛
敬
と
、
始
ま
り
が
異
な
る
け
れ
ど
も
、
順
番
が
同
じ
で

あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
像
様
は
ほ
と
ん
ど
の
記
述
が
一
致
し
て
お
り
、
脛

允
が
同
じ
時
期
に
、
同
系
統
の
史
料
を
書
写
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
た

だ
し
「
奪
魂
塊
神
」
だ
け
が
異
な
っ
て
、
『
頓
成
悉
地
』
　
の
方
で
　
「
多
聞
形
」

と
さ
れ
る
の
が
、
【
式
盤
図
】
　
で
は
　
「
天
女
形
」
と
さ
れ
る
。
印
相
・
持
物
は

同
じ
で
あ
る
。

次
に
　
『
乙
足
神
供
祭
文
』
　
『
頓
成
悉
地
』
　
『
神
道
集
』
　
で
は
二
式
神
の
名
前

を
挙
げ
、
「
頓
遊
行
式
神
」
　
「
須
央
馳
走
式
神
」
と
し
て
一
致
し
て
い
る
。
二

式
神
の
像
様
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
　
『
乙
足
神
供
祭
文
』
　
と
　
『
頓
成

悉
地
』
　
に
は
　
「
十
二
神
、
二
十
八
宿
、
三
十
六
禽
　
（
『
乙
足
神
供
祭
文
』
　
に
二

十
六
禽
と
書
か
れ
る
が
誤
字
か
）
、
五
帝
龍
王
、
堅
牢
地
神
」
が
宥
属
と
し
て

記
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
ダ
キ
二
法
や
稲
荷
明
神
関
係
史
料
か
ら
、
辰
狐
王
菩
薩
と
そ
の

昔
属
の
名
前
や
像
様
が
詳
細
に
分
か
っ
て
き
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
記
述
と
輪

王
寺
本
の
像
様
を
比
較
し
て
い
く
。

二
、
ダ
キ
二
天
　
（
辰
狐
王
菩
薩
）
　
関
係
史
料
と
輪
王
寺
本
の
比
較

輪
王
寺
本
で
対
象
に
な
る
の
は
、
画
面
中
程
に
描
か
れ
る
尊
像
群
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
尊
像
に
は
一
枚
ず
つ
札
銘
が
つ
く
。
尊
像
群
は
画
面
中
央
の
　
「
多

聞
天
」
　
「
d
h
a
・
□
□
王
」
　
（
以
下
　
「
多
聞
天
」
　
と
す
る
）
　
を
取
り
囲
む
形
で
配

置
さ
れ
、
辰
狐
王
菩
薩
と
四
使
者
が
第
一
重
の
四
角
形
、
八
大
童
子
が
第
二
重

の
四
角
形
を
形
成
し
て
い
る
。

「
多
聞
天
」
　
の
向
か
っ
て
左
上
に
描
か
れ
る
尊
像
が
、
札
銘
に
　
「
辰
狐
王
井
」

と
書
か
れ
、
天
女
形
で
左
手
に
宝
珠
を
持
ち
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、
尾
の
先
端

に
宝
珠
を
つ
け
た
自
狐
に
騎
乗
す
る
　
（
図
2
）
。
称
名
寺
聖
教
で
は
左
手
の
持

物
は
三
弁
宝
珠
と
さ
れ
る
が
、
輪
王
寺
本
で
は
普
通
の
宝
珠
で
あ
る
。
し
か
し

天
女
形
、
宝
珠
、
剣
と
い
う
ダ
キ
ニ
天
の
基
本
路
線
に
沿
っ
た
造
形
だ
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
に
四
使
者
を
見
る
と
、
「
多
聞
天
」
　
の
向
か
っ
て
右
上
に
描
か
れ
る
尊
像

が
、
札
銘
に
「
天
女
子
」
と
あ
り
、
天
女
形
、
左
手
に
弓
を
持
ち
、
右
手
に
矢

を
持
ち
、
狐
に
騎
乗
す
る
姿
に
表
さ
れ
史
料
と
一
致
す
る
　
（
図
3
）
。
輪
王
寺

本
で
は
、
右
手
の
持
物
が
二
本
の
鏑
矢
で
表
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
と
い
え

る
。
次
に
　
「
多
聞
天
」
　
の
向
か
っ
て
右
下
に
描
か
れ
る
尊
像
が
、
札
銘
に
「
赤

女
子
」
と
あ
り
、
天
女
形
、
赤
色
、
左
手
は
拳
に
し
、
右
手
に
鉾
を
持
ち
、
狐

に
騎
乗
し
て
お
り
、
像
様
が
史
料
と
一
致
す
る
　
（
図
4
）
。
身
色
は
　
『
頓
成
悉

地
』
　
に
あ
る
　
「
赤
肉
色
」
と
一
致
す
る
。
次
に
　
「
多
聞
天
」
　
の
向
か
っ
て
左
下

に
描
か
れ
る
尊
像
が
、
札
銘
に
「
黒
女
子
」
と
あ
り
、
天
女
形
、
青
色
、
左
手

は
拳
に
し
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、
狐
に
騎
乗
し
て
お
り
、
像
様
が
史
料
と
一
致

す
る
　
（
図
5
）
。
身
色
は
　
『
頓
成
悉
地
』
　
に
あ
る
　
「
青
色
」
と
一
致
す
る
。
次

に
　
「
多
聞
天
」
　
の
真
上
に
措
か
れ
る
尊
像
が
、
札
銘
に
　
「
天
帝
釈
」
と
あ
り
、

俗
形
で
冠
を
被
り
、
右
手
に
筆
を
持
ち
、
狐
に
騎
乗
し
て
お
り
、
像
様
が
史
料

と
一
致
す
る
　
（
図
6
）
。
左
手
に
は
　
『
神
道
集
』
　
と
同
じ
く
貴
紙
を
持
つ
。

次
に
八
大
童
子
を
見
る
と
、
「
多
聞
天
」
を
取
り
囲
む
第
二
量
目
の
四
角
形

状
に
配
置
さ
れ
る
。
向
か
っ
て
左
下
隅
に
守
宅
神
が
描
か
れ
、
時
計
回
り
で
順

に
、
稲
荷
神
、
米
持
神
　
（
左
上
隅
）
、
愛
敬
神
　
（
敬
愛
神
）
、
破
呪
誼
神
　
（
右
上

隅
）
、
奪
魂
塊
神
、
駈
使
神
　
（
右
下
隅
）
、
護
人
大
神
が
描
か
れ
る
。
こ
の
順
番

は
称
名
寺
聖
教
と
一
致
す
る
。
た
だ
し
方
位
に
つ
い
て
は
、
四
使
者
と
あ
わ
せ
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て
考
え
る
と
史
料
と
は
一
致
せ
ず
、
輪
王
寺
本
の
方
位
は
不
明
で
あ
る
。
像
様

に
関
し
て
は
大
部
分
が
史
料
と
一
致
す
る
が
、
座
具
に
つ
い
て
、
史
料
に
「
草

座
」
「
虎
皮
座
」
と
区
別
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
輪
王
寺
本
で
は
全
て
耗
ユ
座

と
す
る
。
順
に
見
て
い
く
と
、
左
下
隅
の
尊
像
は
札
銘
に
「
守
宅
神
」
と
あ
り
、

俗
形
、
赤
衣
、
両
手
は
拳
と
す
る
。
史
料
に
は
「
左
右
垂
供
」
と
書
か
れ
る
。

次
の
尊
像
は
札
銘
に
「
稲
荷
神
」
と
あ
り
、
赤
衣
が
史
料
と
一
致
す
る
が
、
輪

王
寺
本
で
は
童
子
形
、
史
料
で
は
俗
形
と
さ
れ
る
の
が
異
な
る
。
ま
た
、
稲
を

担
ぐ
こ
と
は
一
致
す
る
が
、
輪
王
寺
本
で
は
左
肩
、
史
料
で
は
右
肩
で
担
ぐ
と

さ
れ
る
の
が
異
な
る
。
次
の
尊
像
は
札
銘
に
「
米
持
神
」
と
あ
り
、
女
形
、
両

手
で
俵
を
持
ち
、
史
料
と
一
致
す
る
。
次
の
尊
像
は
札
銘
の
剥
落
が
激
し
く
、

尊
名
が
判
読
で
き
な
い
が
、
像
様
は
天
女
形
で
合
掌
し
て
お
り
、
史
料
の
愛
敬

神
（
敬
愛
神
）
と
一
致
す
る
。
次
の
尊
像
も
札
銘
が
読
め
ず
、
さ
ら
に
史
料
の

ど
の
記
述
と
も
像
様
が
一
致
し
な
い
。
次
の
尊
像
は
札
銘
に
「
奪
魂
塊
神
」
と

あ
り
、
左
手
は
拳
に
し
、
右
手
に
宝
棒
を
持
つ
こ
と
は
史
料
と
一
致
し
て
い
る
。

な
お
輪
王
寺
本
が
甲
田
を
着
け
た
姿
で
表
す
の
は
、
『
頓
成
悉
地
』
　
に
「
多
聞

形
」
と
さ
れ
る
の
と
一
致
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
尊
像
は
札
銘
が
「
□
□
神
」

と
し
か
判
明
し
な
い
が
、
童
子
形
で
、
左
手
に
医
を
持
ち
、
右
手
は
掌
を
外
に

向
け
る
と
い
う
像
様
が
、
史
料
の
駈
使
神
と
一
致
し
て
い
る
。
次
の
尊
像
も
札

銘
が
読
め
な
い
が
、
天
女
形
で
、
医
を
持
つ
像
様
が
、
史
料
の
護
人
大
神
と
一

致
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
先
ほ
ど
の
札
銘
が
読
め
ず
、
像
様
も
史
料
と
一
致

し
な
い
尊
像
は
、
お
そ
ら
く
残
る
破
呪
誼
神
で
あ
り
、
輪
王
寺
本
で
盆
怒
形
に

表
さ
れ
る
の
は
、
史
料
に
い
う
「
薬
叉
形
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
持
物
は
、

輪
王
寺
本
で
は
左
手
に
素
を
持
ち
、
右
手
に
剣
を
持
つ
の
に
対
し
、
史
料
で
は

左
手
に
袋
を
持
ち
、
右
手
に
槌
等
を
持
つ
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
輪
王
寺
本
画
面
最
下
部
の
左
右
に
措
か
れ
る
二
体
の
烏
天
狗
系
の
尊

像
は
、
残
念
な
が
ら
ど
ち
ら
も
札
銘
の
剥
落
が
激
し
く
、
尊
名
が
判
読
で
き
な

い
が
、
お
そ
ら
く
辰
狐
王
菩
薩
の
春
属
で
あ
る
二
式
神
を
表
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
　
（
図
7
・
8
）
。
ど
ち
ら
か
の
札
銘
だ
け
で
も
解
読
で
き
れ
ば
、
他
の
資

料
の
解
明
に
も
非
常
に
有
用
な
の
だ
が
、
札
部
分
の
下
地
で
あ
る
胡
粉
が
完
全

に
剥
落
し
て
い
る
た
め
、
赤
外
線
撮
影
を
し
て
も
読
め
な
か
っ
た
。
ま
た
、

「
多
聞
天
」
を
取
り
囲
む
第
一
重
の
四
角
形
の
底
辺
、
赤
女
子
と
黒
女
子
の
間

に
描
か
れ
る
の
は
、
両
手
で
盤
（
碗
）
を
捧
げ
る
天
女
形
の
尊
像
で
、
札
銘
に

「
地
天
」
と
書
か
れ
る
。
地
天
は
別
名
、
堅
牢
地
神
で
あ
り
、
『
乙
足
神
供
祭
文
』

『
頓
成
悉
地
』
　
に
辰
狐
王
菩
薩
の
脊
属
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
諸
史
料
の
記
述
か
ら
、
輪
王
寺
本
中
央
に
描
か
れ
る
「
多
聞
天
」
を
取

り
囲
む
よ
う
に
し
て
配
置
さ
れ
る
尊
像
群
が
、
ダ
キ
こ
天
と
同
体
で
あ
る
と
さ

れ
る
辰
狐
王
菩
薩
と
そ
の
春
属
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
輪
王
寺
本
と
諸

史
料
の
記
述
は
細
部
で
小
異
を
示
し
、
辰
狐
王
菩
薩
関
係
の
資
料
に
諸
系
統
が

あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
が
、
現
段
階
で
は
判
明
し
て
い
る
比
較
資
料
が
少
な
い

の
で
、
差
異
が
何
に
由
来
す
る
の
か
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
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三
、
他
の
ダ
キ
二
天
像
と
輪
王
寺
本
の
比
較

で
は
、
輪
王
寺
本
に
措
か
れ
た
辰
狐
王
菩
薩
と
そ
の
脊
属
を
、
他
の
絵
画

資
料
と
比
較
し
て
み
る
。
両
界
里
奈
羅
の
う
ち
、
胎
蔵
里
奈
羅
の
外
金
剛
部

院
に
描
か
れ
る
ダ
キ
こ
衆
は
別
と
し
て
、
中
世
以
降
の
和
様
化
さ
れ
た
ダ
キ

ニ
天
　
（
辰
狐
王
菩
薩
）
　
の
図
像
で
最
も
古
い
と
さ
れ
る
の
は
、
諸
尊
図
像
・

陀
羅
尼
等
（
九
重
守
）
　
で
あ
る
　
（
図
9
）
。
九
重
守
は
陀
羅
尼
・
経
典
・
種
字



里
奈
羅
・
諸
尊
図
像
な
ど
が
列
挙
さ
れ
る
版
本
の
中
巻
子
で
、
多
数
挙
げ
ら

れ
る
尊
像
の
う
ち
、
中
尊
は
泰
山
府
君
で
あ
り
、
冥
府
の
効
用
と
そ
れ
に
よ

る
追
善
供
養
の
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
九
重
守
は
全
国
で
複
数

件
確
認
で
き
る
が
、
制
作
年
が
わ
か
っ
て
い
る
最
古
の
も
の
は
、
西
大
寺
蔵

木
造
文
殊
菩
薩
騎
獅
像
像
内
納
入
品
で
、
鎌
倉
時
代
・
弘
安
八
年
（
二
一
八

五
）
　
の
刊
記
を
持
ち
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
く
重
要
文

化
財
で
あ
る
称
名
寺
蔵
木
造
弥
勘
菩
薩
立
像
像
内
納
入
品
に
も
九
重
守
が
あ

る
が
、
造
像
当
初
の
も
の
　
（
鎌
倉
時
代
二
二
世
紀
）
　
か
、
追
納
さ
れ
た
も
の

（
室
町
時
代
一
六
世
紀
）
か
議
論
が
あ
り
、
図
像
的
に
は
称
名
寺
本
が
西
大
寺

本
の
増
幅
系
列
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ダ
キ
ニ
天
の
図
像
は
両

本
と
も
に
共
通
し
て
お
り
、
今
回
は
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
称
名
寺
本
と

輪
王
寺
本
を
比
較
す
る
。

称
名
寺
本
九
重
守
で
は
ま
ず
「
咤
倶
尼
天
」
と
記
さ
れ
、
次
に
尊
像
群
が

続
く
。
尊
像
は
ダ
キ
ニ
天
と
四
使
者
で
あ
る
。
称
名
寺
本
九
重
守
で
は
中
央

に
大
き
く
配
置
さ
れ
る
の
が
ダ
キ
ニ
天
で
、
向
か
っ
て
右
下
に
天
女
子
、
左

下
に
赤
女
子
、
左
上
に
黒
女
子
、
右
上
に
天
帝
釈
使
者
が
置
か
れ
る
。
こ
れ

は
『
頓
成
悉
地
』
と
一
致
す
る
。
各
使
者
は
ダ
キ
ニ
天
の
方
を
向
い
て
配
置

さ
れ
る
。
図
像
は
ダ
キ
二
天
が
正
面
向
き
で
表
さ
れ
る
の
が
輪
王
寺
本
と
異

な
り
、
こ
こ
か
ら
輪
王
寺
本
で
は
辰
狐
王
菩
薩
が
中
心
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
画
面
中
央
の
「
多
聞
天
」
が
中
尊
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

称
名
寺
本
九
重
守
で
ダ
キ
こ
天
が
一
体
だ
け
東
光
を
つ
け
る
の
も
、
中
尊
と

し
て
の
尊
像
を
意
識
し
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
称
名
寺
本
九
重
守
で
は
、

ダ
キ
ニ
天
が
左
手
に
三
弁
宝
珠
を
持
ち
、
称
名
寺
聖
教
の
　
『
頓
成
悉
地
』
　
や

【
本
尊
配
置
図
】
の
記
述
に
一
致
す
る
。
天
女
子
が
右
手
に
持
つ
矢
は
、
輪
王

寺
本
で
は
二
本
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
称
名
寺
本
九
重
守
で
は
一
本
で
あ
り
、

称
名
寺
聖
教
や
『
神
道
集
』
で
は
、
本
数
が
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
れ
な
い
と
こ
ろ

か
ら
、
一
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
、
称
名
寺
本
九
重
守
と
諸
史
料

が
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
天
帝
釈
使
者
が
四
角
形
の
紙
状
の
も
の
を
持

つ
の
は
、
輪
王
寺
本
や
『
神
道
集
』
と
一
致
し
て
い
る
。
五
体
の
尊
像
が
騎

乗
す
る
狐
の
尾
に
宝
珠
が
つ
く
の
も
輪
王
寺
本
と
一
致
し
て
い
る
。
以
上
、

輪
王
寺
本
と
称
名
寺
本
九
重
守
の
図
像
に
も
小
異
が
見
ら
れ
る
が
、
大
方
で

一
致
し
て
お
り
、
や
は
り
辰
狐
王
菩
薩
と
ダ
キ
ニ
天
の
図
像
が
融
通
し
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

次
に
、
南
北
朝
時
代
（
一
四
世
紀
）
の
制
作
と
さ
れ
る
ダ
キ
ニ
天
皇
茶
羅

図
（
個
人
蔵
、
以
下
個
人
本
と
す
る
）
と
比
較
す
る
（
図
1

0
）
。
構
成
は
ダ
キ

ニ
天
（
ダ
キ
ニ
天
島
又
奈
経
と
い
う
名
称
な
の
で
、
仮
に
ダ
キ
ニ
天
と
す
る
）

と
四
使
者
、
そ
し
て
二
体
の
烏
天
狗
形
の
尊
像
を
加
え
た
計
七
体
で
あ
る
。

称
名
寺
本
九
重
守
と
同
じ
く
、
ダ
キ
こ
天
は
正
面
向
き
で
頭
光
を
背
負
い
、

四
使
者
は
中
尊
の
方
を
向
い
て
配
置
さ
れ
る
。
た
だ
し
個
人
本
で
は
、
天
女

子
が
向
か
っ
て
右
上
、
里
安
子
が
右
下
、
赤
女
子
が
左
下
、
天
帝
釈
使
者
が

左
上
に
配
置
さ
れ
、
順
番
が
他
の
資
料
と
異
な
っ
て
い
る
。
個
人
本
は
他
に

も
特
徴
的
な
点
が
あ
り
、
ま
ず
ダ
キ
ニ
天
が
他
の
資
料
で
天
女
形
に
表
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
、
菩
薩
形
で
表
さ
れ
、
足
は
裸
足
で
あ
る
。
さ
ら
に
冠
に
は
錫

杖
を
持
つ
地
蔵
菩
薩
の
標
識
を
つ
け
て
い
る
（
図
日
）
。
地
蔵
と
い
え
ば
飯
縄

明
神
と
の
関
係
が
想
起
さ
れ
る
。
長
野
二
戸
隠
神
社
に
伝
わ
る
『
戸
隠
山
顕

光
寺
流
記
』
（
鎌
倉
時
代
初
期
成
立
）
に
よ
れ
ば
、
戸
隠
山
の
鎮
守
神
と
し
て

飯
縄
明
神
が
説
か
れ
、
そ
の
飯
縄
明
神
の
本
地
仏
が
地
蔵
と
さ
れ
る
。
さ
ら

に
『
戸
隠
寺
略
記
』
（
鎌
倉
時
代
一
三
世
紀
成
立
）
に
よ
る
と
、
「
飯
縄
明
神
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茶
砥
尼
天
、
以
不
動
為
本
地
、
是
日
本
第
三
天
狗
」
　
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
本

地
仏
が
不
動
明
王
と
さ
れ
る
が
、
飯
縄
明
神
と
ダ
キ
二
天
が
一
体
の
も
の
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
う
し
た
飯
縄
関
係
史
科
か
ら
、

個
人
本
の
ダ
キ
ニ
天
が
頭
頂
に
戴
く
地
蔵
は
、
本
地
仏
と
し
て
の
標
識
を
表

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
ダ
キ
ニ
天
は
、
左
手
に
三
弁
宝
珠
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、
称
名
寺
聖
教
、

称
名
寺
本
九
重
守
と
一
致
す
る
が
、
右
手
の
剣
先
に
宝
珠
を
つ
け
る
の
が
特
異

で
あ
る
。
騎
乗
す
る
自
狐
は
客
足
に
密
教
法
具
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
前
右
足
に

は
輪
宝
、
前
左
足
に
は
五
鈷
杵
、
後
右
足
に
は
宝
珠
、
後
左
足
に
は
掲
磨
杵
が

あ
る
。
尾
の
先
に
は
五
鈷
杵
を
つ
け
、
さ
ら
に
五
輪
塔
を
載
せ
て
い
る
。
称
名

寺
聖
教
の
　
【
本
尊
配
置
図
】
　
に
、
辰
狐
王
菩
薩
の
乗
る
自
狐
は
、
尾
に
五
鈷
杵

が
あ
り
、
各
前
足
に
鏑
矢
を
持
つ
と
書
か
れ
る
の
が
思
い
出
さ
れ
る
。
狐
が
雲

上
に
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
徴
と
似
通
っ
た
図
像
を
示
す
の
が
、
制
作
時
期
は
江
戸
時
代
と

下
る
が
、
和
歌
山
・
桜
池
院
蔵
の
ダ
キ
こ
天
像
　
（
図
1
2
）
　
で
、
東
寺
の
夜
叉
神

系
、
す
な
わ
ち
中
面
聖
天
・
左
面
ダ
キ
ニ
天
・
右
面
弁
才
天
の
、
い
わ
ゆ
る
三

夫
合
形
像
で
あ
る
。
こ
の
系
統
は
他
に
和
歌
山
・
宝
寿
院
蔵
の
三
夫
像
　
（
室
町

時
代
）
、
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
の
ダ
キ
ニ
天
皇
茶
羅
図
（
室
町
時
代
一
五
世
紀
）

（
図
1
3
）
、
京
都
・
東
寺
蔵
の
稲
荷
大
明
神
御
影
　
（
室
町
時
代
）
、
個
人
蔵
の
ダ

キ
ニ
天
皇
茶
羅
図
　
（
室
町
時
代
）
が
あ
る
が
、
中
面
が
聖
天
な
の
は
宝
寿
院
本

の
み
で
、
他
は
聖
天
と
ダ
キ
ニ
天
が
入
れ
替
わ
り
、
中
面
が
ダ
キ
ニ
天
に
な
っ

て
い
る
。
三
天
合
形
像
に
つ
い
て
は
紙
数
の
関
係
上
ま
た
別
に
論
じ
た
い
の
で
、

こ
こ
で
は
詳
細
を
省
く
。
さ
て
個
人
本
の
ダ
キ
ニ
天
皇
茶
羅
図
と
桜
池
院
本
に

共
通
す
る
図
像
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず
中
尊
が
菩
薩
形
で
あ
る
こ
と
、
次
に
騎
乗

す
る
狐
が
各
足
に
密
教
法
具
を
持
つ
こ
と
（
個
人
本
と
は
密
教
法
具
の
種
類
が

異
な
る
）
、
狐
の
尾
の
先
に
金
剛
杵
を
つ
け
、
そ
の
上
に
宝
珠
を
載
せ
る
こ
と

（
個
人
本
は
五
輪
塔
）
が
、
完
全
に
図
像
が
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
同

じ
系
統
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
が
ダ
キ
ニ
天
の
足
が

裸
足
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
足
の
親
指
を
反
ら
せ
る
よ
う
に
伸
ば
し
て
、
残
る
四
指

を
曲
げ
る
と
い
う
形
で
あ
る
（
図
1

4
）
。
こ
う
し
た
細
か
い
部
分
が
一
致
す
る

の
は
、
南
本
の
図
像
が
無
関
係
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
。
ち
な
み
に
輪
王
寺
本
や
称
名
寺
本
九
重
守
、
他
の
三
天
合
形
像
は
沓
を

は
い
た
姿
で
あ
る
。

次
に
個
人
本
に
表
さ
れ
た
四
使
者
の
像
様
は
、
諸
史
料
や
輪
王
寺
本
、
称
名

寺
本
九
重
守
と
同
じ
で
、
天
女
子
は
右
手
に
矢
を
一
本
持
ち
（
輪
王
寺
本
は
二

本
）
、
天
帝
釈
使
者
は
左
手
に
紙
を
持
つ
（
称
名
寺
聖
教
は
札
）
。
紙
は
巻
子
状

に
な
っ
た
部
分
が
措
か
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
紙
と
分
か
る
よ
う
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。

個
人
本
に
は
画
面
中
央
に
二
体
の
烏
天
狗
形
の
尊
像
が
配
置
さ
れ
、
像
様
が

輪
王
寺
本
の
画
面
最
下
部
左
右
に
描
か
れ
る
二
体
と
共
通
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
向
か
っ
て
左
の
尊
像
は
、
鳥
面
で
髪
を
逆
立
て
、
頭
頂
に
自
狐
の
頭
部
を
つ

け
る
。
服
装
は
甲
胃
の
上
に
天
衣
を
つ
け
、
左
手
に
袋
、
右
手
に
宝
棒
を
持
つ
。

輪
王
寺
本
は
翼
を
つ
け
る
が
個
人
本
に
は
な
い
。
次
に
向
か
っ
て
右
の
尊
像
は

人
面
怒
髪
で
頭
頂
に
自
狐
の
頭
部
を
戴
き
、
同
じ
く
甲
胃
に
天
衣
を
つ
け
、
輪

王
寺
本
で
は
左
手
に
巻
子
、
右
手
に
剣
、
個
人
本
で
は
両
手
に
そ
れ
ぞ
れ
剣
を

持
つ
。
両
本
と
も
翼
を
つ
け
、
輪
王
寺
本
で
は
四
本
爪
の
鳥
足
に
表
さ
れ
る
。

諸
史
料
に
は
像
様
に
関
す
る
記
述
が
な
い
た
め
確
定
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら

く
こ
れ
ら
が
、
史
料
に
書
か
れ
る
辰
狐
王
菩
薩
の
二
式
神
、
頓
遊
行
式
神
・
須
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臭
馳
走
式
神
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

個
人
本
の
二
式
神
と
全
く
同
じ
像
様
を
と
る
の
が
、
冒
頭
に
挙
げ
た
伏
見
稲

荷
星
陀
羅
図
（
咤
棋
尼
天
皇
奈
羅
図
）
で
あ
る
（
図
1
5
）
。
伏
見
稲
荷
畳
陀
羅

図
は
、
中
央
に
描
か
れ
る
尊
像
が
四
腎
で
あ
り
、
二
腎
で
表
さ
れ
る
他
の
ダ
キ

こ
天
と
は
異
な
る
の
で
、
即
座
に
ダ
キ
ニ
天
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
は
た
め
ら

い
を
感
じ
る
が
、
四
腎
の
う
ち
、
左
右
第
一
手
が
そ
れ
ぞ
れ
ダ
キ
ニ
天
の
持
物

で
あ
る
宝
珠
と
剣
を
持
ち
、
周
囲
に
は
四
使
者
と
二
式
神
が
描
か
れ
る
の
で
、

他
の
ダ
キ
ニ
天
（
辰
狐
王
菩
薩
）
関
係
の
図
像
と
共
通
す
る
。
し
か
し
中
央
尊

の
頭
頂
に
狐
と
と
も
に
蛇
が
表
さ
れ
、
両
手
両
足
に
も
蛇
が
巻
き
つ
き
、
画
面

中
程
に
は
か
ら
み
つ
く
二
匹
の
蛇
が
描
か
れ
、
さ
ら
に
水
辺
の
景
観
が
表
さ
れ

る
こ
と
、
全
面
に
宝
珠
を
散
ら
す
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
宇
賀
弁
才
天

を
指
す
も
の
と
考
え
ら
れ
、
画
面
下
部
に
描
か
れ
た
八
人
の
脊
属
が
、
ダ
キ
ニ

天
（
辰
狐
王
菩
薩
）
関
係
の
諸
史
料
や
輪
王
寺
本
と
は
異
な
る
像
様
を
示
す
の

も
、
宇
賀
弁
才
天
と
習
合
し
た
信
仰
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ダ
キ
ニ
天

と
弁
才
天
の
習
合
は
先
ほ
ど
挙
げ
た
三
夫
合
形
像
に
も
み
ら
れ
、
ま
た
個
人
蔵

走
大
黒
天
像
（
室
町
時
代
）
（
図
1
6
）
な
ど
は
、
大
黒
天
が
担
ぐ
袋
に
、
弁
才

天
十
五
童
子
と
狐
に
乗
る
二
腎
ダ
キ
こ
天
が
入
っ
た
姿
で
描
か
れ
、
福
神
の
習

合
に
よ
り
福
徳
を
さ
ら
に
増
そ
う
と
し
た
信
仰
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

他
に
二
式
神
が
描
か
れ
る
も
の
に
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
大
阪
市
立
美
術
館
本
ダ

キ
ニ
天
皇
茶
羅
図
が
あ
る
（
図
1

3
）
。
像
様
は
個
人
本
ダ
キ
ニ
天
皇
茶
羅
図
と

ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
持
物
が
異
な
る
。
画
面
最
下
部
の
向
か
っ
て
左
が
鳥
面
の
式

神
で
、
右
手
の
持
物
が
鉾
に
な
っ
て
い
る
。
向
か
っ
て
右
が
人
面
の
式
神
で
、

両
手
で
一
本
の
剣
を
持
っ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
二
式
神
の
像
様
を
規
定

す
る
史
料
は
ま
だ
見
出
せ
て
い
な
い
が
、
絵
画
に
描
か
れ
た
二
式
神
の
像
様
の

基
本
形
は
共
通
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
ダ
キ
ニ
天
関
係
の
中
世
絵
画
と
輪
王
寺
本
の
図
像
を
比
較
し
て
き
た

が
、
輪
王
寺
本
中
央
に
描
か
れ
る
「
多
聞
天
」
を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て
配
置

さ
れ
た
、
辰
狐
王
菩
薩
と
そ
の
昔
属
を
表
し
た
共
通
図
像
が
、
複
数
の
中
世
絵

画
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
キ
ニ
天
関
係
の
図
像
に
一
定
の
規
範
性
が
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

お
わ
り
に

輪
王
寺
本
を
中
心
と
し
て
、
ダ
キ
ニ
天
関
係
の
図
像
に
つ
い
て
考
察
し
て
き

た
。
ま
ず
辰
狐
王
菩
薩
と
し
て
現
れ
た
、
ダ
キ
ニ
天
に
関
す
る
文
献
史
料
を
検

討
し
た
結
果
、
『
神
道
集
』
　
や
　
『
稲
荷
大
明
神
祭
文
』
な
ど
の
稲
荷
関
係
史
料

に
、
稲
荷
明
神
・
辰
狐
王
菩
薩
・
ダ
キ
ニ
天
が
同
体
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
本

地
が
大
日
如
来
・
文
殊
菩
薩
・
普
賢
菩
薩
・
十
一
面
観
音
・
如
意
輪
観
音
・
不

動
明
王
・
愛
染
明
王
・
多
聞
天
・
弁
才
天
・
聖
天
・
大
黒
天
で
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
、
輪
王
寺
本
に
措
か
れ
た
「
文
殊
尊
」
・
「
多
聞
天
」
・
「
十
一
面
」
　
の

尊
像
が
、
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
姿
で
は
な
く
、
ダ
キ
ニ
天
の
本
地
を
表
し
た
異
形

の
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
　
『
神
道
集
』
　
や
、
ダ
キ
二
法

に
つ
い
て
記
さ
れ
た
称
名
寺
聖
教
の
記
述
か
ら
、
ダ
キ
ニ
天
と
脊
属
の
名
前
や

像
様
を
検
討
し
、
さ
ら
に
輪
王
寺
本
と
比
較
し
た
結
果
、
各
本
の
間
で
小
異
は

あ
る
も
の
の
、
登
場
す
る
尊
像
や
、
基
本
的
な
像
様
が
一
致
す
る
こ
と
を
確
認

し
た
。

次
に
輪
王
寺
本
と
他
の
中
世
ダ
キ
ニ
天
像
を
比
較
し
、
輪
王
寺
本
に
措
か

れ
た
辰
狐
王
菩
薩
と
脊
属
の
像
様
が
、
〓
疋
の
規
範
の
中
で
描
か
れ
た
も
の
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で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
は
、
中
世
絵
画
の
中
で
妖
し
い
図
像
と
し

て
扱
わ
れ
て
き
た
ダ
キ
こ
天
像
の
解
釈
に
、
活
路
を
見
出
す
も
の
で
あ
り
、

細
か
な
像
様
と
と
も
に
、
札
銘
に
よ
り
尊
像
名
が
明
ら
か
に
な
る
輪
王
寺
本

の
存
在
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
ダ
キ
ニ
天
は
弁
才
天

や
大
黒
天
な
ど
他
の
福
神
と
習
合
し
、
複
雑
な
習
合
像
が
生
み
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
習
合
像
に
も
辰
狐
王
菩
薩
の
図
像
が
見
ら
れ
、
ダ
キ
こ
天
関
係

の
図
像
は
さ
ら
な
る
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ
ら
習
合
像
も
含

め
、
今
回
調
査
で
き
な
か
っ
た
他
の
ダ
キ
こ
天
像
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い

き
た
い
。

輪
王
寺
蔵
「
伊
東
那
里
奈
羅
図
」
　
の
基
礎
デ
ー
タ
は
以
下
の
と
お
り
。
絹
本
著
色
、
描
表

装
仕
立
て
で
、
表
装
も
含
め
た
法
量
は
縦
一
七
一
二
一
c
m
、
横
七
八
・
四
c
m
、
本
紙
部
分

は
縦
一
二
九
・
六
c
m
、
横
七
四
二
一
c
m
。
絹
は
表
装
の
天
と
地
の
部
分
は
横
使
い
と
し
、

お
お
よ
そ
本
紙
と
な
る
部
分
を
縦
使
い
と
す
る
。
縦
使
い
の
部
分
は
絹
三
枚
継
ぎ
と
し
、

中
央
部
分
の
横
は
四
二
・
七
c
m
、
左
右
部
分
の
横
は
そ
れ
ぞ
れ
一
七
・
八
～
九
c
m
で
あ
る
。

『
中
世
下
野
の
仏
教
美
術
』
栃
木
県
立
博
物
館
、
一
九
八
五
年
。
（
九
頁
、
解
説
三
四
頁
）

栃
木
県
立
博
物
館
調
査
研
究
報
告
書
　
『
日
光
山
輪
王
寺
の
仏
画
』
　
栃
木
県
立
博
物
館
、
一

九
九
六
年
。
（
八
一
頁
）

（
4
）
　
「
飯
綱
」
　
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
明
治
以
降
の
使
用
ら
し
い
。
小
林
計
一
郎

「
飯
縄
修
験
の
変
遷
」
　
（
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
九
　
『
富
士
・
御
嶽
と
中
部
霊
山
』
名
著
出

版
、
一
九
七
八
年
。
）
　
（
三
五
八
頁
）

（
5
）
　
「
ダ
キ
l
二
　
に
は
　
「
奈
吉
尼
」
　
「
咤
棋
尼
」
　
な
ど
、
中
世
史
料
に
複
数
の
用
字
が
あ
り
、

現
在
の
出
版
物
に
も
様
々
に
書
か
れ
る
が
、
い
ず
れ
か
に
決
定
す
る
根
拠
が
な
い
の
で
、

本
稿
で
は
カ
タ
カ
ナ
表
示
と
す
る
。

（
6
）
　
ダ
キ
ニ
天
に
関
す
る
論
考
と
し
て
は
、
五
来
重
監
修
『
稲
荷
信
仰
の
研
究
』
山
陽
新
聞
社
、

一
九
八
五
年
。
笹
間
良
彦
『
ダ
キ
二
信
仰
と
そ
の
俗
信
』
第
一
書
房
、
一
九
八
八
年
。
山

本
ひ
ろ
子
『
変
成
譜
－
中
世
神
仏
習
合
の
世
界
』
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
。
大
森
恵
子

『
稲
荷
信
仰
と
宗
教
民
俗
』
（
『
日
本
宗
教
民
俗
学
叢
書
』
一
）
岩
田
書
院
、
一
九
九
四
年
。

田
中
貴
子
『
外
法
と
愛
法
の
中
世
』
平
凡
社
（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）
、
二
〇
〇
六
年
。

な
ど
を
参
照
し
た
。

（
7
）
こ
の
皇
茶
羅
の
被
背
に
は
、
「
普
御
座
主
公
澄
親
王
被
御
修
理
／
寛
政
五
丑
年
九
月
／
昔

上
人
賓
教
院
海
排
代
」
と
い
う
修
理
銘
が
あ
り
、
寛
政
五
年
二
七
九
三
）
九
月
、
第
二

二
一
代
の
瀧
尾
上
人
で
あ
る
実
数
院
海
難
の
代
に
、
第
六
二
代
座
主
公
澄
が
修
理
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
お
そ
ら
く
軸
裏
に
書
か
れ
た
「
伊
頭
那
本
尊
瀧
尾
山
」

の
墨
書
も
こ
の
修
理
の
際
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
元
来
の
名
称
を
受
け
継
い
で
い
る
の
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
寛
政
五
年
九
月
の
修
理
銘
は
瀧
尾
山
に
伝
来
し
た
他
の
仏
画
に

も
散
見
さ
れ
、
こ
の
と
き
多
数
の
仏
画
が
修
復
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

こ
の
星
茶
羅
も
少
な
く
と
も
こ
の
頃
に
は
瀧
尾
山
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。
瀧

尾
山
は
日
光
三
社
の
う
ち
の
一
つ
で
田
心
姫
命
（
本
地
阿
弥
陀
如
来
）
を
祭
神
と
し
、
女

体
中
宮
と
呼
ば
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
8
）
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
七
六
巻
続
諸
宗
部
七
、
『
渓
嵐
拾
菓
集
』
三
九
。
（
六
三
二
頁
a
）

（
9
）
『
神
道
大
系
文
学
編
一
神
道
集
』
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
。
（
七
二
、
七

六
頁
）

（
10）
『
稲
荷
大
社
由
緒
記
集
成
信
仰
著
作
篇
』
伏
見
稲
荷
大
社
社
務
所
、
一
九
五
七
年
。

（
九
九
頁
）

（
1
1
）
人
間
の
足
を
持
つ
の
は
本
来
の
ダ
キ
ニ
天
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
両
界
里
奈
羅
の
う
ち

胎
蔵
鼻
茶
羅
の
外
金
剛
部
院
南
方
に
描
か
れ
る
ダ
キ
ニ
天
衆
は
、
東
密
系
、
台
密
系
の
胎

歳
旦
茶
羅
に
共
通
し
て
、
死
人
の
手
や
足
を
持
ち
、
血
の
杯
を
飲
む
姿
で
表
さ
れ
る
。

（
1
2
）
『
女
神
た
ち
の
日
本
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
九
四
年
。
（
三
三
頁
、
解
説
八
四
頁
）
、

林
温
「
咤
税
尼
天
皇
茶
羅
に
つ
い
て
」
（
『
仏
教
芸
術
』
二
一
七
、
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九

四
年
。
）
、
日
原
由
起
子
「
「
伏
見
稲
荷
畳
陀
羅
」
考
1
個
人
本
「
咤
税
尼
天
皇
奈
羅
」
に
対

す
る
異
見
－
」
（
『
M
U
S
E
亡
眉
』
五
六
〇
、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
九
九
年
。
）
参
照
。

（
1
3
）
神
奈
川
・
称
名
寺
蔵
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
の
称
名
寺
聖
教
は
、
現
在
翻
刻
作
業
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が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
聖
天
法
と
ダ
キ
二
法
に
関
わ
る
聖
教
類
の
ま
と
ま

っ
た
翻
刻
が
報
告
さ
れ
た
。
『
陰
陽
道
×
密
教
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
。

参
照
。

前
掲
注
13
『
陰
陽
道
×
密
教
』
の
西
岡
芳
文
「
総
説
」
参
照
。
（
七
頁
）

前
掲
注
13
『
陰
陽
道
×
密
教
』
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
る
。
（
五
一
頁
）

前
掲
注
1
0
『
稲
荷
大
社
由
緒
記
集
成
信
仰
著
作
篇
』
、
『
稲
荷
一
流
大
事
』
に
収
録
さ
れ

る
。
（
九
二
頁
）

西
岡
芳
文
「
式
盤
を
ま
つ
る
修
法
－
聖
天
式
法
・
頓
成
悉
地
法
・
ダ
キ
二
法
－
」
（
『
金
澤

文
庫
研
究
』
三
一
八
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
七
年
。
）
（
二
〇
頁
、
注
1
1
）

前
掲
注
13
『
陰
陽
道
×
密
教
』
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
る
。
（
五
八
頁
）

前
掲
注
1
3
『
陰
陽
道
×
密
教
』
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
る
。
（
六
七
頁
）

前
掲
注
9
『
神
道
大
系
文
学
編
一
神
道
集
』
の
「
解
題
」
参
照
。

前
掲
注
1
2
林
氏
論
文
。
（
九
八
頁
）

内
田
啓
一
「
諸
尊
図
像
・
陀
羅
尼
等
（
九
重
守
）
に
つ
い
て
1
西
大
寺
本
を
中
心
と
し
て

－
」
（
『
金
澤
文
庫
研
究
』
三
〇
五
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
二
〇
〇
〇
年
。
）

前
掲
注
2
2
内
田
氏
論
文
。
（
一
三
頁
）

飯
綱
明
神
に
つ
い
て
は
、
高
橋
平
明
「
中
世
末
の
飯
縄
修
験
と
飯
縄
権
現
像
」
（
『
山
岳
修

験
』
九
、
名
著
出
版
、
一
九
九
二
年
。
）
（
七
頁
）
を
参
照
。

『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
一
七
修
験
道
史
料
集
〔
Ⅰ
〕
東
日
本
篇
』
名
著
出
版
、
一
九

八
三
年
。
（
四
五
九
頁
）
。
『
戸
隠
山
顕
光
寺
流
記
』
も
収
載
さ
れ
る
。
（
四
五
〇
頁
）

東
寺
夜
叉
神
に
つ
い
て
は
、
笹
間
良
彦
『
大
黒
天
信
仰
と
俗
信
』
雄
山
閣
出
版
株
式
会
社
、

一
九
九
三
年
。
（
五
二
頁
）
、
山
本
ひ
ろ
子
『
異
神
上
』
筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
、

二
〇
〇
三
年
。
（
一
八
四
頁
）
を
参
照
。

『
第
十
五
回
高
野
山
大
宝
蔵
展
天
部
の
諸
尊
』
高
野
山
霊
宝
館
、
一
九
九
四
年
。
（
七

八
頁
）

『
東
寺
の
天
部
像
』
東
寺
（
教
王
護
国
寺
）
宝
物
館
、
一
九
九
三
年
。
（
六
三
頁
）

前
掲
注
1
2
『
女
神
た
ち
の
日
本
』
。
（
五
二
頁
）

宇
賀
弁
才
天
に
つ
い
て
は
、
名
波
弘
彰
「
南
都
本
『
平
家
物
語
』
経
正
竹
生
島
請
と
日
吉

社
聖
女
宮
の
琵
琶
法
師
－
叡
山
信
仰
圏
に
お
け
る
宇
賀
弁
財
天
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
－
」

（
『
文
撃
言
語
研
究
・
文
牽
篇
』
第
二
巻
、
筑
波
大
学
　
文
芸
二
百
語
学
系
、
一
九
八
七

年
。
）
、
山
本
ひ
ろ
子
　
『
異
神
　
下
』
　
筑
摩
書
房
　
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
、
二
〇
〇
三
年
。

を
参
照
。

【
図
版
出
典
】

図
1
～
8
・
1
0
・
1

1
・
1
4
は
筆
者
撮
影
、
図
9
は
『
陰
陽
道
×
密
教
』
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、

二
〇
〇
七
年
。
（
二
二
頁
）
よ
り
複
写
。
図
1
2
は
『
第
十
五
回
高
野
山
大
宝
蔵
展
天
部
の
諸
尊
』

高
野
山
霊
宝
館
、
一
九
九
四
年
。
（
七
三
頁
）
よ
り
複
写
。
図
1

3
は
大
阪
市
立
美
術
館
よ
り
提
供
。

図
1
5
は
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
よ
り
提
供
。
図
1

6
は
『
女
神
た
ち
の
日
本
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、

一
九
九
四
年
。
（
四
八
頁
）
よ
り
複
写
。

（
謝
辞
）

こ
の
小
塙
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
各
ご
所
蔵
者
の
方
々
に
は
、
作
品
の
調
査
に
際
し
て
格

別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
輪
王
寺
本
の
調
査
の
際
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
本
田

諭
氏
　
（
栃
木
県
立
博
物
館
）
、
調
査
の
便
宜
を
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
石
川
知
彦
氏
　
（
大

阪
市
立
美
術
館
）
、
北
澤
莱
月
氏
、
谷
口
耕
生
民
　
（
各
奈
良
国
立
博
物
館
）
、
瀬
谷
貴
之
氏
　
（
神

奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）
、
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
内
藤
栄
氏
（
奈
良
国
立
博
物
館
）
、

西
岡
芳
文
氏
、
向
坂
卓
也
氏
　
（
各
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
）
　
に
、
末
尾
な
が
ら
こ
こ
に
記
し
て

深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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入
江
多
美
　
（
い
り
え
・
た
み
）

二
〇
〇
一
年
　
神
戸
大
学
文
学
部
卒
業

二
〇
〇
三
年
　
神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了

神
戸
大
学
大
学
院
文
化
学
研
究
科
在
学
中

二
〇
〇
六
年
四
月
か
ら
　
栃
木
県
立
博
物
館
学
芸
嘱
託
員



図2　輪王寺本（部分・辰狐王菩薩）

図3　輪王寺本（部分・天女子）

図1伊頭那（飯縄）量茶羅図　栃木・輪王寺蔵

図4　輪王寺本（部分・赤女子）
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図6　輪王寺本（部分・天帝釈使者）

図8　輪王寺本（部分・式神）

図5　輪王寺本（部分・黒女子）

図7　輪王寺本（部分・式神）

図9　諸尊図像・陀羅尼等（九重守）神奈川・称名寺蔵
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図11個人本（部分・地蔵の標識）

図14　個人本（部分・ダキ二天の足） 図10　ダキ二天童茶羅図　個人蔵
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図13　ダキ二天蔓茶羅図　大阪市立美術館蔵

図12　ダキニ天像　和歌山・桜池院蔵
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図16　走大黒天像　個人蔵

図15　伏見稲荷章陀羅図（ダキ二天蔓茶羅図）個人蔵
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